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1. はじめに 

 i-Tree Eco はサーバーコンピュータ上に保持している全世界共通のフォーマットによる高層気象データ

（Radiosonde データ）を利用しており、その中には日本国内のデータも含まれている。しかし、東京都にはその

測定ポイントは存在せず、最寄の茨城県つくば市館野における高層気象データを利用する。本文書ではそのデー

タ整備についての詳細を記述する。 

2. 高層気象データ 

2.1. 入手元 

 2016 年の世界共通データは National Oceanic and Atmospheric Administration（NOAA）2)のサイトから入手し

た。なお、本データに含まれる日本のデータは気象庁で測定 3)されているものと同一である。 

2.2. データ詳細 

図 1 にデータ例を図示する。これには LST（ローカル標準時）の 0 時及び 12 時の高度、気圧、気温の測定結果で

ある。図中 2 行目にある「47646」が館野の WMO（World Meteorological Organization）ID である。 

 

 
図 1 高層気象データ例 

2.3. 測定局 

 測定局の位置を図 2 に示す。 



i-Tree Eco東京版高層気象データ整備.docx 2 4/30/2020 

 
図 2 測定局 

2.4. データ処理・検証 

 データの検証は、測定値の欠損の長さにより行った。7 日間連続の測定値の欠損があった場合には i-Tree Eco で

利用するのには不適合とみなすが、館野のデータはこれには該当しなかった。また、i-Tree Eco 内部での高層気象

データの処理については（Hirabayashi and Endreny, 2011）1)に詳細が説明されている。 

2.5. データ統合 

 2016 年の館野（WMO: 47646）は、別の国・地域のデータと共に既に i-Tree サーバーに保持される。 
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